講師紹介
Eric Taylor教授　
テイラー教授はロンドン・キングスカレッジ精神医学研究所の児童青年期精神医学部門の名誉教授で、英国王立精神医学協会上級専門医でもあります。児童青年期精神医学の領域での研究、臨床、教育の経歴は1971年にスタートしています。とりわけADHDの病因、経過、治療への関心と造詣は深く、縦断的疫学研究、ADHDスペクトラムの病因論的分類、神経心理学、神経画像研究、分子遺伝学、臨床試験など幅広い研究実績があります。
テイラー教授はNICEガイドラインのADHDに関するワーキンググループの主任研究者であり、英国子育て支援・学術基金、南ロンドン・モーズレー国民保険基金の委員長でもあります。
テイラー教授は子どもの重篤な精神障害に関する一連の研究によって、米国統合失調症・うつ病研究連合（NARSAD）からRuane記念賞を授与され、医科学学術アカデミー会員でもあります。
出版は多数あり、200を超える学術論文と多くの本があります。
主要な著書として　People with Hyperactivity: Understanding and Managing Their Problems. (2007) Ed. E. Taylor. London, England:  Mac Keith Press　があります。
Anula Damayanthi Nikapota 医師　
　ニカポタ先生はロンドン大学精神医学研究所、児童青年期精神医学・学術部門の上級指導者であり、2000年からスタートした児童青年精神保健・マスターコースのプログラム・リーダーで、英国王立精神医学協会上級専門医でもあります。また、マスターコースの前身となった、今回紹介する児童青年期精神医学ディプロマコースのプログラム・リーダーでした。
臨床サービスでは、ランベス区にある南ロンドン・モーズレー国民保険基金の名誉コンサルタントに1991年から就任し、2002年～2006年には児童青年期精神保健サービス（CAMHS）臨床ディレクターも勤められました。英国で児童精神医学の訓練を受けた後、スリランカで8年間勤務し児童青年精神医学の講師として、その間にWHOとUNICEFのサポートを得て、国内のプライマリーケアスタッフ向けの児童精神保健プログラムや研修マニュアルを開発しました。
Mima Simic 医師
シミック医師は、キングスカレッジ・ロンドン大学精神医学研究所の青年期精神医学部門の講師を担当するとともに、モーズレー病院のマイケル・ラターセンターで児童思春期摂食障害専門外来（CAEDS）の共同責任者として診療にあたっています。
専門領域として児童青年期摂食障害の治療および境界性パーソナリティ障害と診断される、あるいはリスクのある若者への弁証法的行動療法による治療に取り組んでいます。
シミック医師の活躍は英国国内にとどまらず国際的な研究および教育研修活動に意欲的に取り組まれています。
その主な活動内容は、摂食障害や自傷行為の治療に関するものです。近年は複合家族療法（Multi-Family Therapy）およびその他の家族療法の有効性についての多施設研究を行っています。同時にこれらの治療技法の研究結果を統合して、新たに神経性無食欲症や特定不能の摂食障害をもつ若者のための集中的治療プログラムを開発し、臨床に導入されています。
　
